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1
　

決
算
の
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の
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2
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電
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平
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十
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十
二
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二
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五
〇

　

五
〇

5

　

監
査
委
員
の
意
見

平
成
30年

8月
10日

　
　

山
梨
県
知
事

　

後　
　
藤　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　
殿

山
梨
県
監
査
委
員　

佐　
　
藤　
　
佳　
　
臣　
　
　

山
梨
県
監
査
委
員　

小　
　
泉　
　
久　
　
司　
　
　

山
梨
県
監
査
委
員　

安　
　
本　
　
美　
　
紀　
　
　

山
梨
県
監
査
委
員　

杉　
　
山　
　
　
　
　
肇　
　
　

平
成
29年

度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
決
算
の
審
査
意
見
に
つ
い
て

　
地
方
公
営
企
業
法
第
30条
第
2項
の
規
定
に
基
づ
き
審
査
に
付
さ
れ
た
平
成
29年
度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果、　

次
の
と
お
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す。　 　

Ⅰ　
審
査
の
対
象

　
　
平
成
29年
度　

山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
六
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

五
一

　
　
平
成
29年

度　
山
梨
県
営
温
泉
事
業
会
計

　
　
平
成
29年

度　
山
梨
県
営
地
域
振
興
事
業
会
計

Ⅱ　
審
査
の
期
間

　
　
平
成
30年

7月
13日

か
ら
平
成
30年

8月
9日
ま
で

Ⅲ　
審
査
の
手
続

　

�

　
平
成
29年

度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
の
決
算
審
査
に
当
た
っ
て
は、 　

各
事
業
が
地
方
公
営
企
業
法
そ
の
他
関
係
法
令
に
基
づ
い
て、 　

常
に
経
済
性
を
発
揮
し、 　

そ
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の
福
祉
を
増
進

す
る
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か、 　

決
算
書
類
が
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め、 　

決
算
報
告
書、 　

附
属
書
類、 　

諸
帳
簿、 　

証
拠
書
類
等
を
精
査
照
合
す
る

と
と
も
に、 　

関
係
職
員
か
ら
概
況
を
聴
取
し、 　

併
せ
て
定
例
監
査
及
び
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
も
踏
ま
え
て
審
査
を
行
っ
た。

Ⅳ　
審
査
の
結
果
及
び
意
見
並
び
に
決
算
の
概
要

　
　

各
事
業
会
計
の
審
査
の
結
果
及
び
意
見
並
び
に
決
算
の
概
要
は、　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
に
お
い
て
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る。

（1

）平
成
29年

度
山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計

審
査
の
結
果
及
び
意
見

　
　
　
審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は、　

地
方
公
営
企
業
法
及
び
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ、　

事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る。

　
　
　
ま
た、　

事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は、　

事
業
目
的
に
沿
っ
て
概
ね
良
好
に
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る。

1

　

経
営
状
況
に
つ
い
て

　

�　

平
成
29年

度
の
経
営
状
況
は、　

6億
6,519万

3,259円
の
純
利
益
を
上
げ
て
い
る。　

前
年
度
に
比
べ
1億
7,468万

3,375円
の
減
と
な
っ
て
い
る
が、　

総
収
支
比
率
は
117.5％、　

経
常
収
支
率
は
117.1％

で
あ
り、

健
全
な
経
営
に
努
め
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る。

　

�

　
当
年
度
純
利
益
が
前
年
度
よ
り
減
少
し
た
要
因
は、　

売
電
単
価
の
増
額
で
電
力
料
収
入
が
増
加
す
る
な
ど、　

収
益
が
6億
797万

1,423円
増
加
し
た
も
の
の、　

西
山
発
電
所
機
器
改
修
工
事
や
天
科
発
電
所
改

修
工
事
等
に
か
か
る
費
用
が
7億
8,265万

4,798円
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る。

　
　
今
後
の
経
営
に
当
た
っ
て
は、　

発
電
施
設
・
設
備
を
良
好
に
維
持
し
て
い
く
た
め、　
老
朽
化
が
進
む
既
存
水
力
発
電
所
の
改
良
や
修
繕
を
計
画
的
に
進
め、　

効
率
的
な
経
営
に
一
層
努
め
ら
れ
た
い。

2　
財
政
状
態
に
つ
い
て

　
　
平
成
29年

度
の
財
政
状
態
は、　

自
己
資
本
構
成
比
率
が
92.1％、　

固
定
資
産
対
長
期
資
本
比
率
が
54.3％、　

流
動
比
率
が
1,283.5％

と、　
い
ず
れ
の
比
率
も
健
全
な
水
準
を
確
保
し
て
い
る。

　
　
今
後
と
も
経
営
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め、　

積
立
金
の
計
画
的
な
積
み
立
て
と
適
切
な
管
理
を
行
う
な
ど、　

資
本
の
充
実
に
努
め、　

財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り、　

安
定
的
な
事
業
経
営
に
努
め
ら
れ
た
い。

3　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

ーの
状
況
に
つ
い
て

　

�

　
平
成
29年

度
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

の
状
況
は、　

業
務
活
動
に
よ
り
確
保
し
た
資
金
の
増
加
が
5億
3万
9,590円

で
あ
り、　

投
資
活
動
と
し
て
有
形
固
定
資
産
の
取
得
や
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
等

に
よ
り
14億

5,268万
3,612円

を
支
出、　

ま
た、　

財
務
活
動
と
し
て
企
業
債
の
償
還
等
に
1億
7,285万

987円
を
支
出
し
て
お
り、　

平
成
29年

度
中
の
資
金
額
は
11億

2,549万
5,009円

の
減
少
と
な
っ
て
い
る。



山
梨
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五
十
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平
成
三
十
年
十
二
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二
十
八
日

五
二

　
　

�投
資
活
動
に
よ
る
資
金
の
減
少
額
は、　

業
務
活
動
に
よ
る
資
金
の
増
加
額
を
超
過
し
て
い
る
が、　

前
期
よ
り
繰
り
越
さ
れ
た
資
金
で
充
当
で
き
る
範
囲
で
あ
り、　

資
金
繰
り
は
引
き
続
き
安
定
し
た
状
況
に
あ

る
と
と
も
に、　

企
業
債
残
高
の
債
務
償
還
能
力
に
つ
い
て
も
特
に
問
題
な
い。

　
　

�

　
今
後
も、　

財
政
を
安
定
的
に
維
持
し、　

多
額
の
支
出
と
な
る
発
電
施
設
の
建
設
や
改
良
な
ど、　

必
要
な
資
金
の
確
保
に
計
画
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に、　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

の
適
正
な
管
理
に
努
め
ら

れ
た
い。

4　
経
営
課
題
に
つ
い
て

　

�

　
企
業
局
に
お
い
て
は、　

東
京
電
力
エ
ナ
ジ

パ
ト
ナ

㈱
と
共
同
で、　

企
業
局
が
発
電
し
た
電
力
を
県
内
企
業
等
に
安
価
に
供
給
す
る

「や
ま
な
し
パ
ワ

」に
よ
る
電
力
供
給
を
平
成
28年

4月
か
ら
開

始
し
た。

「や
ま
な
し
パ
ワ

」の
供
給
先
は、　

平
成
29年
度
末
時
点
で
既
存
企
業
468箇

所、　
新
規
立
地
企
業
・
経
営
拡
大
企
業
41箇
所
に
上
っ
て
い
る
が、　

平
成
30年

度
が
最
終
年
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら、　
こ
れ
ま
で
の
実
施
効
果
を
検
証
す
る
中
で、　

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ら
れ
た
い。

　

�

　
国
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
つ
い
て
は、　

電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
な
ど
が
実
施
さ
れ、　

電
気
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら、　

引
き
続
き
経
営
の
健
全
性
の
維
持
が
図
ら
れ
る
よ
う、

電
力
市
場
や
他
の
公
営
電
気
事
業
者
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら、　

的
確
に
対
応
さ
れ
た
い。

　

�

　
ま
た、　

水
力
発
電
に
よ
る
電
力
の
安
定
供
給
と
併
せ
て、　

「や
ま
な
し
エ
ネ
ル
ギ

ビ
ジ
ョ
ン

」に
掲
げ
た

「強
い
経
済
・
し
な
や
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ

社
会

」の
実
現
に
向
け、　

小
水
力
発

電
や
太
陽
光
発
電
等
の
ク
リ

ン
エ
ネ
ル
ギ

の
開
発
と
普
及
促
進
に
取
り
組
み、　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進
に
一
層
貢
献
さ
れ
た
い。

　

�

　
な
お、　

地
域
振
興
事
業
に
対
す
る
貸
付
金
に
つ
い
て
は、　

同
事
業
の
経
営
改
善
を
図
る
た
め、　

施
設
の
建
設
改
良
に
係
る
貸
付
金
を
出
資
金
に
振
り
替
え
る
こ
と
と
し
た
が、　
貸
付
金
の
残
高
は
依
然
と
し
て

多
額
で
あ
る
こ
と
か
ら、　

見
直
し
後
の
償
還
計
画
に
基
づ
き、　

着
実
に
返
済
さ
れ
る
よ
う
対
応
さ
れ
た
い。

（2

）平
成
29年

度
山
梨
県
営
温
泉
事
業
会
計

審
査
の
結
果
及
び
意
見

　
　
審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は、　

地
方
公
営
企
業
法
及
び
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ、　

事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る。

　
　
ま
た、　

事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は、　

事
業
目
的
に
沿
っ
て
概
ね
良
好
に
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る。

1　
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

�

　
平
成
29年

度
の
経
営
状
況
は、　

給
湯
量
の
減
少
に
伴
い
温
泉
供
給
収
益
が
717万

6,102円
減
少
し、　

経
常
収
益
も
1億
3,540万

6,347円
と
前
年
度
に
比
べ
832万

4,139円
減
少
す
る
一
方、 　

温
泉
施
設
改
修
工

事
費
等
の
減
少
に
よ
り
温
泉
管
理
費
も
2,606万

8,378円
減
少
し
た
こ
と
か
ら、　

経
常
収
支
比
率
は
100.3％

と
前
年
度
に
比
べ
11.1ポ

イ
ン
ト
上
昇
し、　

総
収
支
比
率
に
つ
い
て
も
100.2％

と
前
年
度
に
比
べ

11.0ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る。　

ま
た、　

経
常
利
益
に
特
別
利
益
を
加
え、　

特
別
損
失
を
差
し
引
い
た
当
年
度
純
利
益
は
33万

5,093円
と
な
っ
て
お
り、　

損
益
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
前
年
度
に
比
べ
1,774万

6,604円
増
加
し
て
い
る。

　

�

　
今
後
の
経
営
に
つ
い
て
は、　

旅
館
や
ホ
テ
ル
等
に
お
け
る
温
泉
使
用
量
の
節
減
等
に
よ
り
供
給
収
益
が
減
少
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
一
方、　

長
期
的
に
は
老
朽
化
に
伴
う
配
湯
管
敷
設
替
工
事
な
ど
へ
の
対
応
も

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら、　

新
た
な
給
湯
先
の
確
保
や
経
営
の
効
率
化
に
努
め
ら
れ
た
い。

2　
財
政
状
態
に
つ
い
て

　
　
平
成
29年

度
の
財
政
状
態
は、　

自
己
資
本
構
成
比
率
が
98.1％、　

固
定
資
産
対
長
期
資
本
比
率
が
74.1％、　

流
動
比
率
が
1,424.4％

と、　
い
ず
れ
の
比
率
も
健
全
な
水
準
を
確
保
し
て
い
る。

　

�

　
平
成
29年

度
末
の
温
泉
供
給
料
金
未
収
金
は、　

固
定
資
産
の
破
産
更
正
債
権
等
810万

9,803円
に、　

流
動
資
産
の
未
収
金
2,296万

2,232円
を
加
え
た
3,107万

2,035円
で
あ
り、　

こ
の
う
ち
納
期
限
を
過
ぎ
た

も
の
は
2,045万

8,695円
で
あ
る。
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�

　
未
収
金
の
解
消
に
向
け
て
は、　

こ
れ
ま
で
も
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が、　

公
営
企
業
と
し
て
の
経
営
の
健
全
性
や
公
平
負
担
の
観
点
か
ら、　

滞
納
者
の
状
況
を
個々
に
把
握
し
適
切
に
対
応
し

て
い
く
な
ど、　

引
き
続
き、　

未
収
金
の
回
収
に
向
け、　

な
お
一
層
努
力
さ
れ
た
い。

3　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

ーの
状
況
に
つ
い
て

　

�

　
平
成
29年

度
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

の
状
況
は、　

業
務
活
動
に
よ
り
確
保
し
た
資
金
が
7,978万

4,474円
増
加
し、　

投
資
活
動
と
し
て
有
形
固
定
資
産
の
取
得
な
ど
に
よ
り
4,718万

5,244円
減
少
し
た
こ
と

か
ら、　

平
成
29年
度
中
の
資
金
額
が
3,259万

9,230円
の
増
加
と
な
っ
て
い
る。　

財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
に
つ
い
て
は
増
減
が
な
か
っ
た。

　

�

　
平
成
29年

度
末
の
現
金
等
残
高
に
つ
い
て
は、　

前
年
度
に
比
べ
8.6％

増
加
の
4億
1,334万

7,929円
と
な
っ
て
お
り、　

営
業
収
益
に
対
す
る
比
率
は
324.5％

と
事
業
規
模
に
対
し
て
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る。

　

�

　
温
泉
事
業
に
つ
い
て
は、　

現
状、　

借
入
金
は
な
い
が、　

今
後
も
配
湯
管
の
敷
設
替
等
の
施
設
の
改
良、　

改
修
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら、　

計
画
的
な
投
資
計
画
に
基
づ
き、　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

の
適
正
な

管
理
に
一
層
努
め
ら
れ
た
い。

4　
経
営
課
題
に
つ
い
て

　

�

　
平
成
29年

度
の
総
給
湯
量
は
73万

7,604立
方
メ

ト
ル
と
前
年
度
に
比
べ
5.1％

減
少
し
て
い
る。 　

ま
た、　

温
泉
供
給
契
約
口
数
も
494口

と
前
年
度
よ
り
12口

減
少
し、　

温
泉
供
給
収
益
は、　

前
年
度
に
比
べ

717万
6,102円

の
減
少
と
な
っ
て
い
る。

　

�

　
今
後
の
経
営
に
当
た
っ
て
は、　

温
泉
の
湧
出
量
や
給
湯
状
況、　

今
後
の
給
湯
見
込
等
を
考
慮
し
た
上
で、　

新
規
契
約
者
の
募
集
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
な
ど、　

温
泉
供
給
収
益
の
安
定
的
な
確
保
に
努
め
ら

れ
た
い。

　
　
ま
た、　

温
泉
事
業
は、　

地
域
の
観
光
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
か
ら、　

引
き
続
き、　

地
元
自
治
体
や
関
係
団
体
等
と
連
携
し、　

地
域
の
振
興
が
な
お
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い。

（3

）

　
平
成
29
年
度
山
梨
県
営
地
域
振
興
事
業
会
計

審
査
の
結
果
及
び
意
見

　
　
　
審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は、　

地
方
公
営
企
業
法
及
び
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ、　

事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る。

　
　
　
ま
た、　

事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は、　

事
業
目
的
に
沿
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る。

1　
利
用
者
数
に
つ
い
て

　
　
丘
の
公
園
に
つ
い
て
は、　

平
成
16年

4月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し、　

平
成
26年

度
か
ら
現
在
の
指
定
管
理
者
が、　

施
設
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る。

　

�

　
平
成
29年

度
の
利
用
者
数
は、　

前
年
度
と
比
較
し
て、　

ゴ
ル
フ
事
業
部
が
421人

減
少

（△
0.9％

）し
た
も
の
の、　

レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
部
が
3,469人

増
加

（8.3％

）し、　
レ
ジ
ャ

事
業
部
が
2,137人

増
加

（1.6％

）し
た。 　

そ
の
結
果、　

施
設
全
体
の
利
用
者
数
は
5,185人

増
加

（2.3％

）し、　
23万

1,366人
で
あ
っ
た。

　

�

　
施
設
全
体
の
利
用
者
数
は、　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
2年
目
の
平
成
17年

度
を
ピ

ク
に
漸
減
傾
向
に
あ
っ
た
が、　

平
成
27年

度
に
増
加
に
転
じ、　

平
成
29年

度
は、　

ま
き
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
バ
ス
ツ
ア

の
誘
致
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催、　

並
び
に
温
泉
施
設
へ
の
新
規
顧
客
の
取
り
込
み
な
ど
に
よ
り、　

平
成
27

・28年
度
に
引
き
続
き、　

前
年
度
実
績
に
比
べ
増
加
し
た。

　

�

　
今
後
も、　

中
核
事
業
で
あ
る
ゴ
ル
フ
事
業
に
お
い
て
利
用
者
の
更
な
る
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に、　

指
定
管
理
者
と
協
力
し、　

新
た
な
集
客
策
を
検
討
す
る
な
ど、　

施
設
全
体
の
利
用
者
数
の
増
加
に
な
お

一
層
努
め
ら
れ
た
い。

2　
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

�

　
平
成
29年

度
の
経
営
状
況
は、　

営
業
収
益
が
指
定
管
理
者
か
ら
の
施
設
利
用
料
等
の
1億
5,000万

527円、　
営
業
費
用
が
減
価
償
却
費
や
借
地
料
等
の
1億
4,376万

2,029円
と
な
り、　

営
業
利
益
は
前
年
度
と
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比
較
し
て
289万

5,087円
増
加
し
623万

8,498円
で
あ
っ
た。

　

�

　
営
業
収
益
の
ほ
ぼ
全
額
は
指
定
管
理
者
か
ら
の
施
設
利
用
料
で
あ
る
が、　

決
算
時
点
で
第
12期

分
納
入
金
1,350万

円
が
未
納
と
な
っ
て
い
た。　

本
未
収
金
は
平
成
30年

4月
に
解
消
さ
れ
て
い
た
が、　

指
定
管

理
者
の
経
営
内
容
を
十
分
把
握
す
る
と
と
も
に、　

事
業
の
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
み、　

施
設
利
用
料
の
安
定
的
な
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い。

　

�

　
経
常
利
益
に
つ
ぃ
て
は、　

営
業
利
益
623万

8,498円
に
営
業
外
収
益
20万

6,956円
を
加
え、　

営
業
外
費
用
65万

4,133円
を
差
し
引
い
た
579万

1,321円
と
な
っ
て
お
り、　

当
年
度
純
利
益
も
経
常
利
益
と
同
額

で
あ
っ
た。 　

経
常
利
益、　

当
年
度
純
利
益
は、　

い
ず
れ
も
前
年
度
と
比
較
し
て
203万

3,203円
増
加
し
て
い
る。 　

　

�

　
ま
た、　

当
年
度
の
総
収
益
か
ら
総
費
用
を
差
し
引
い
た
収
益
的
収
支
に
つ
い
て
は、　

平
成
26年

度
に
黒
字
化
が
図
ら
れ、　

そ
の
後
平
成
27

・28年
度
に
引
き
続
き、　

平
成
29年

度
も
黒
字
を
計
上
し
た、　

経
常

収
支
比
率
及
び
総
収
支
比
率
は
と
も
に
104.0％

と
な
り、　

前
年
度
と
比
較
し
て
1.4ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る。

　

�

　
し
か
し
な
が
ら、　

過
去
か
ら
累
積
し
た
当
年
度
未
処
理
欠
損
金
は、　

35億
975万

4,550円
と
依
然
と
し
て
多
額
で
あ
る
こ
と
か
ら、　

今
後
と
も
純
利
益
を
安
定
的
に
確
保
し、　

累
積
欠
損
金
を
減
少
さ
せ
る
た

め、　
経
営
状
況
の
改
善
に
一
層
努
力
さ
れ
た
い。

3　
財
政
状
態
に
つ
い
て

　

�

　
平
成
29年

度
の
財
政
状
態
を
経
営
指
標
で
み
る
と、　

自
己
資
本
構
成
比
率
が
△
147.4％

で
前
年
度
と
比
較
し
て
2.9ポ

イ
ン
ト
低
下、　

固
定
資
産
対
長
期
資
本
比
率
が
△
253.5％

で
前
年
度
と
比
較
し
て
354.7

ポ
イ
ン
ト
低
下、　

流
動
比
率
が
1.5％

で
前
年
度
と
比
較
し
て
59.9ポ

イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る。 　

特
に、　

固
定
資
産
対
長
期
資
本
比
率
及
び
流
動
比
率
が
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
が、　

こ
れ
は
主
と
し
て、　

地
域
振

興
事
業
の
財
務
体
質
を
改
善
す
る
た
め、　

建
設
改
良
等
に
充
当
し
た
電
気
事
業
会
計
か
ら
の
長
期
借
入
金
32億

2,207万
1,683円

を、　
平
成
30年

度
に
出
資
金
と
し
て
資
本
金
勘
定
に
振
り
替
え
る
こ
と
と
し、　

公
営
企
業
会
計
の
ル

ル
に
基
づ
き、　

固
定
負
債
か
ら
流
動
負
債
に
区
分
変
更
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る。

　
　
資
本
合
計
に
つ
い
て
は、　

△
34億

7,729万
9,019円

で、　
前
年
度
と
比
較
し
て
債
務
超
過
額
が
579万

1,321円
縮
小
し
た
が、　

引
き
続
き
大
幅
な
債
務
超
過
と
な
っ
て
い
る。

　
　
今
後
も、　

長
期
借
入
金
の
計
画
的
な
圧
縮
及
び
資
産
の
適
正
な
管
理
に
取
り
組
み、　

財
政
状
態
の
改
善
に
努
め
ら
れ
た
い。

4　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

ーの
状
況
に
つ
い
て

　

�

　
平
成
29年

度
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

の
状
況
は、　

業
務
活
動
に
よ
り
確
保
し
た
資
金
が
5,478万

9,203円
増
加
し、　

投
資
活
動
と
し
て
有
形
固
定
資
産
及
び
無
形
固
定
資
産
の
取
得
に
981万

7,032円
を
支

出
し、　

財
務
活
動
と
し
て
電
気
事
業
会
計
か
ら
の
長
期
借
入
金
の
返
済
に
5,551万

4,336円
を
支
出
し
て、　

平
成
29年

度
中
の
資
金
額
は
1,054万

2,165円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る。

　

�

　
ま
た、　

年
度
末
時
点
で
指
定
管
理
者
か
ら
の
施
設
利
用
料
1か
月
分
が
未
収
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り、　

業
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

が
前
年
度
と
比
較
し
て
1,746万

9,289円
減
少
し
た。　

こ
の
た
め、　

業
務
活
動
で
確
保
し
た
資
金
額
は、　

投
資
活
動
及
び
財
務
活
動
に
よ
る
支
出
金
額
を
下
回
り、　

不
足
分
を
現
預
金
か
ら
1,054万

2,165円
取
り
崩
し、　

充
当
し
て
い
る。

　

�

　
業
務
活
動
に
よ
り
確
保
し
た
資
金
は
長
期
借
入
金
の
返
済
に
充
当
さ
れ、　

施
設
・
設
備
の
整
備
に
必
要
な
資
金
の
確
保
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が、　

今
後
は、　

施
設
・
設
備
の
更
新
・
改
修
を
計
画

的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り、　

必
要
な
資
金
が
確
実
に
手
当
で
き
る
よ
う、　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

の
適
正
な
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い。

5　
経
営
課
題
に
つ
い
て

　

�

　
地
域
振
興
事
業
に
つ
い
て
は、　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
後、　

現
金
収
支
の
黒
字
化
に
よ
り
平
成
29年

度
ま
で
に
長
期
借
入
金
7億
6,914万

円
余
を
償
還
す
る
と
と
も
に、　

平
成
26年

度
以
降、　

収
益
的
収
支

が
黒
字
に
転
じ
る
な
ど、　

経
営
改
善
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る。

　

�

　
ま
た、　

平
成
31年

度
以
降
の
地
域
振
興
事
業
に
つ
い
て
は、　

外
部
有
識
者
に
よ
る

「あ
り
方
検
討
委
員
会

」の
提
言
を
踏
ま
え、　

企
業
局
と
し
て
の
今
後
の
あ
り
方
及
び
取
組
方
針
が
示
さ
れ、　

丘
の
公
園
の

機
能
を
維
持
す
る
た
め、　

指
定
管
理
者
制
度
を
継
続
す
る
と
し
て
い
る。

　

�

　
丘
の
公
園
は
八
ヶ
岳
南
麓
地
域
の
集
客
拠
点
と
し
て
地
域
の
振
興
に
貢
献
し
て
き
た
施
設
で
あ
り、　

施
設
の
規
模
・
内
容
や
指
定
管
理
者
か
ら
の
納
入
金
額
の
見
直
し、　

新
た
な
集
客
策
や
ネ

ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
の
導
入
検
討
な
ど、　

方
針
に
掲
げ
ら
れ
た
取
組
を
着
実
に
実
行
し、　

引
き
続
き、　

事
業
目
的
の
達
成
に
向
け
健
全
な
経
営
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い。




